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講義内容 
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グループワークまとめ 

1. 深夜12時に避難するか 

YES ① 避難指示が出ているので避難する。 

② すぐ飛び出したら危ない。 

③ 一人暮らしの為他の人に迷惑かけられないので、早めに避難をする。 

④ 避難所が近くなので万が一のため、早めに避難する。 

⑤ 気象情報などに気を付け雨が降りつづいている時は、早めに避難す

る。 

⑥ 避難準備情報、避難勧告、避難指示の順番がわからない。 

NO ① 家族揃ってから避難する。 

② しばらく様子を見る。深夜に子どもと高齢者は危険である。 

③ 深夜ということと年寄りのため、途中転倒等でかえって危ない。 

④ 深夜であり暗い道路で、側溝など落ちて怪我などの心配がある。 

⑤ 深夜であり、動きたくない。２階に行けばいいと思う。 

2. 残り湯をためておくか 

YES ① 火災用に水はためておく、トイレ用にためておく。 

② 風呂水を浄化し、使っている。 

③ 一人暮らしのため洗濯等に使う。 

④ 火事などの予防のためにためておく。 

⑤ 防災のため万が一に備える。 

⑥ 残り湯の使い方は、トイレ用、洗濯用に、袋で米を炊くこともできる。 

NO ① 今迄の習慣で流してしまう。 

② いつも清潔にしておきたい。 

③ マンションのタンクに雨水をためてある。 

④ 今はためていないので今後考えるが、シャワーなのでためられない。 

3. 食べ物と水を皆に提供するか 

YES ① 子どもに食べさせる。 

② 自分より持ってきていない人に分ける。 

③ 人道的に少しでも分けたい。 

④ 分けたいと思っていても実際その場になった時にわからない。 

⑤ 食料は持っている人は全部出して分け合う。 

⑥ 1週間分の備蓄が必要、自分が出せば、ほかの人も出してくれる。自

分は食べなくても老人や子どもに。日ごろから仲良くしておく。 

⑦ 日ごろから持ち出しできるように、家に備蓄してあれば取りに行け

る。（後からとりに来る） 

⑧ 平等に分ける。お互いさま。少なくてもわけあう。 
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⑨ ペットボトルの水を持っていたら、紙コップを用意すると皆で分け

られるので便利です。 

⑩ 一カ所に集めて少しずつ分ける。 

NO ① 少しばかり出しても取り合いになる。 

② リーダーが信頼されるか？ 

③ まず自分達が大事である。 

④ 気の毒で分けようと思うが長期避難と思うと分けられない。 

⑤ 不平等になる、皆さんにあたらない、勇気がいる。 

4. 避難の説得を続けるか 

YES ① 一緒にいたい。（年配者、同居していれば）2階に避難する。 

② 自分が助かる時間内で出来るだけ説得する。 

③ やれるだけやって、動かない場合はやむをえず断念する。 

④ まだ時間があるから頑張る。 

⑤ 団地なので、上へ逃げる。 

⑥ おいて、避難すると後で後悔する。絶対最後まで説得する。避難所

が近くなら説得できる人を探して続ける。 

⑦ 歩行できない人のためにリヤカーを用意している。 

NO ① 長くいると2人とも死んでしまう。 

② １時間説得しても聞かなければ、あきらめる。途中で皆さんに声か

けていく。 

③ １時間説得して聞けない人はそれ以上説得しない。 

④ 役員であってもまず自分を考える。 

⑤ 津波の大きさ時間がわからないために早めに避難する。 

5. ペットを避難所に受け入れるか 

YES ① 家族同様なので条件つきで受け入れる。ペットコーナーを作る。受け

入れ場所を作る。 

② 受け入れるが、アレルギー、喘息などの人のため避難所内部には入れ

ない。 

③ 日ごろペットの取り扱いを話し合っている。 

④ 家族同様にしているので受け入れる。 

⑤ 小型犬等は受け入れても、ほえないよう、また他人に迷惑にならない

よう説得して受け入れる。          

⑥ 大型犬等は、場所等をつくって受け入れる。 

⑦ ペットをゲージに入れる。ペット用の場所を確保する。 

⑧ ペットを入れるには、条件をつける（普段から話し合っておく） 

⑨ ゲージなどに入れて連れてくる。ペットは別の場所で分ける。 

⑩ それぞれの避難所で対応を考える。 
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NO ① ペットもストレスを感じているので入れない。 

② 避難所に入れない。 

③ アレルギーや嫌いな人もいるので入れない。 

④ 長期になる可能性もあるので受け入れない。 

⑤ 絶対受け入れない（かわいそうだけど）、それぞれの避難所で対応を

考える。 

⑥ ペットを好きでない人、アレルギーの人、赤ちゃんなどに悪影響があ

る。 

6. 笛を渡すか 

YES ① 女性全員に配る。 

② 若い女性でなくても笛が欲しい。 

③ 日ごろ携帯につけておく。 

④ 段ボールを仕切りにし防ぐ 

⑤ せっぱ詰まった時のみ使用すると説明して渡す。 

⑥ 色んな用事などで、使用しないよう説明して渡す。 

⑦ 安心できるのであれば渡す。若い人は別に分ける。 

⑧ リーダーは、特に日ごろから持っている。どこで手に入れるか？ 

⑨ ほかの場所に移動させる。（10代の女性） 

⑩ 笛を持っているだけで護身用になる。 

NO ① 深夜等で使用するとパニックになるのではないか。 

② 多数が希望したら希望に添えない。 

③ 段ボールの仕切りを作り保護する。 

④ 絶対渡さない。（犯人扱いはしたくない）おばさんたちで若い子の周

りを固める。 

7. 女性用トイレを増やすか 

YES ① トイレを増やす。 

② 公共施設の使用状況を見ても、女性用は行列になる倍増は必要であ

る。 

③ 男性は、外でも出来るのではないか、女性用を増やす。 

④ 役員は、男性が多いので、無理と思う。男女共同にする方が良いと思

う。 

⑤ トイレのドアに女性用、男性用と書く。 

NO ① 女性トイレを使うのは朝が多い。数が少ない時は、役員が立会い使わ

せる。 
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意見交換 

① 意識はあるが実行が難しい。 

② 水は用意していき、幼児用食糧、水を用意する。 

③ 賞味期間が過ぎても大切にする。 

④ 水道水は3日以内有効期間です。 

⑤ 防災意識は、高い人が多かったが、準備をしていない。 

⑥ 耐震、家具転倒防止対応はほとんどしていない。 

⑦ 備蓄品は用意しているが、賞味期限のことを忘れている。 

⑧ 町内で災害時高齢者、弱者を誰が面倒を見るか、決めている町内もあった。 

⑨ 避難所運営、自主運営がわかっていない。 

⑩ 災害時、町内弱者をだれがどのように助けるか課題である。 

⑪ 食べ物と水の提供については、みなさんの意見は活発でした。大多数はまず自分

達のことを考えるでした。 

⑫ 女性用トイレの問題は、一番の関心で、全員ｙｅｓでした。 

⑬ ４分間の意見交換では、思ったより多数の意見がでて、時間が足らないとは思わ

なかった。 

⑭ 避難する場合、流木が多い。今は、流木の代わりに船やコンテナ、車が心配で

ある。それでも外に出るか。自宅、3階、マンション、高いところに逃げる。 

⑮ 運営は、女性リーダーも参加（家族の安全を確認してから）地域によっては、

女性がなかなか入れないところもある。 

⑯ 備蓄の期限切れ、家の中で奥の方にしまってあるのを見直す。 

⑰ 防災対策は、家具の転倒防止、食料の確保、家族の安否確認。 

⑱ 避難所運営は、役員の指示に従う。 
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当日の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開会に先立ち、港区岩田区長からご挨拶

をいただきました。 

女性会 加藤会長から防災を行うことの

大切さ、女性ががんばる港区であること

を会員向けにお話しいただきました。 

名古屋みなと災害ボランティアネットワ

ーク高崎代表から、平成27年度港区男

女平等推進事業 災害対策の仕組みづく

りの講演を聞き、クロスロードゲームを

行った。 

クロスロードゲームでは、男女平等参画

で考える避難所についての内容も盛り込

み、参加者同士で課題について話し合っ

た。 

参加者の皆さんは、YES、NOについ

て、どうしてかを意見交換し、いろいろ

な意見があることを体験した。 
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各グループ、活発に話し合われた。 

グループの中の意見をまとめて、各班か

らの発表を行った。 

最後に高﨑代表よりグループワークの内

容について講評を行い。阪神淡路大震

災、東日本大震災、関東・東北豪雨の被

災の実際や事例などを聞いた。 
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アンケート回答 

 

 

  

36

割合（％） 実数

問１
男女平等参画（男女の平等と男女の参画）について、今までど
のように感じ、行動していましたか？

36

1
非常に重要なことだと思っており、普段から意識して行動してい
る。

39% 14

2 重要なことだと思うが、ふだんはあまり意識せず行動している。 61% 22

3 重要性も感じないし、意識もしていない。 0% 0

問２
防災や災害対応の場における「男女平等参画の視点」につい
て、理解できましたか？

36

1 とてもよく理解できた 56% 20
2 まあまあ理解できた 44% 16
3 あまり理解できなかった 0% 0
4 全然理解できなかった 0% 0

問３
防災や災害対応の場において、男女平等参画が必要だと感じ
ますか？

36

1 とても強く感じる 78% 28
2 まあまあ感じる 22% 8
3 あまり感じない 0% 0
4 全然感じない 0% 0

問４ 本日のクロスロードゲームはいかがでしたか。 36

1 たいへん良かった 69% 25
2 良かった 31% 11
3 あまり良くなかった 0% 0
4 良くなかった 0% 0

問６
クロスロードゲームを通じて、男女平等参画の必要性を感じま
したか？

36

1 とても感じた 75% 27
2 まあまあ感じた 22% 8
3 あまり感じなかった 0% 0
4 全然感じなかった 0% 0
5 無回答 3% 1

質　問

アンケート回収数

注：割合（％）は小数点第1位を四捨五入しているため、
　　　 各項目を合計しても１００％にならない項目があります。
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アンケート フリー回答 

問５ 問４の回答を選んだ理由を、具体的にご記入ください。 

１．たいへん良かった、と回答した人 

・むずかしかったけれど、大変いい答えが出て楽しかった。 

・いろんな意見が聞けた 

・いろいろな考え方、動き方を知る事が出来た。 

・ボラネットの方の意見、お話が楽しかったです。 

・ＹＥＳ、ＮＯにかかわらず、いろいろな意見が聞けたので勉強になりました。 

・情にほだされず、まず自分自身の命を大事にし、落ち着いたら他の方に手を貸す

ことだと思いました。 

・楽しく出来た、地域に戻ってやりたい。 

・人それぞれの意見が有り、参考になりました。 

・災害は身近にせまっているので、意見もたくさん出た。 

・理想と現実のむずかしさを感じた。現実にそのような場になったらと思うと大変

不安です。 

・人の考えと自分の考えの違いがよく分かり、いろいろな視点から物事を考えない

といけないことが分かった。 

・考えさせられる事がたくさんあった、とてもいい勉強になりました。 

・学区でいろいろ対策をしている所があり、参考になりました。 

・自分の意見以外に他の人の意見も聞けて参考になりました。防災の事をもう一度

考えてみたいです。 

・学区でも同じような事で話し合いたいです。 

・私達も学区もとても防災について勉強していて行動していきたいです。 

・自分の身の回りの事は常に家族と隣人との話し合いが大切だと思った。 

・連帯感が大事である。人の判断がいろいろで勉強が出来た。 

２．良かった、と回答した人 

・短い時間だったのでもう少し時間があるといい。もっといろいろな立場の人とも

話し合いたい。 

・わかりやすかった。 

・すぐ答える事はむずかしい。後で考えたらどうかな？と思った。 

・勉強になりました。 

・いろいろと参考になった。 

・あらためて意識することができた。 

・避難指示が出てもすぐ避難するが、いつかなど考えさせられた。 

・自分の考え、人の考えは違うと言う事を感じました。 

・まだまだ自分の防災に対する考え方が甘いと思いました。 
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問７ その他、ご意見・ご感想がありましたらご記入ください。 

・このゲームは大変おもしろかったので、学区内とかＰＴＡ、子供会等でも取り組

んで行なっていただきたいと思います。 

・本音と建前は違うのだと痛切に感じました。 

・学区でまたお願いできればと思いました。 

・やはり本音と建前があり、いざとなったらどうなるか分かりませんが、やはり自

分の生命は自分で守る事が一番と思いました。 

・ありがとうございました。 

・災害の時はやはり男女平等で災害を乗り越えればいいと思いました。 

・自分の為にも笛を持っていた方が良い（どこで災害に会うか分からないので）と

思いました。 

・ペットは家族と同じですので受け入れたほうがいいと思います。 

・女性の立場の大切さが分かった。 

・もっと色々な人にもこのような会に参加することができれば。 

・町内でもクロスロードゲームをやっていないので、やりたいと思いました。 

・１人でも多くに人に学んでもらいたい。 
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